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逆境が産んだ世界初：３次元マイクロ加工に 
よるナノロボット、再生医療デバイス 

第 4 回 SRAP セミナー  特別講演会 
11 月 17 日（金） 16:40〜  

本館 6 階学術講演会室 

講師 

 生田 幸士  

1987 年 東京工業大学・大学院理工学研究科・

 博士後期課程・制御工学専攻 修了 

 （工学博士） 

1987 年 米国カリフォルニア大学主任研究員 

1989 年 東京大学工学部計数工学科・専任講師 

1990 年 九州工業大学情報工学部機械システム

 工学科・助教授 

1994 年 名古屋大学大学院工学研究科マイクロ

 ナノシステム工学専攻教授 

2010 年より現職 

受賞歴：紫綬褒章、米国ラボラトリオートメーシ

ョン学会・功績賞、文部科学大臣賞・研究功績

者、市村学術賞、グッドデザイン賞、日本機械学

会学術業績賞、同・ロボメック賞、日本ロボット学

会論文賞、日本コンピュータ外科学会最優秀論

文賞など４０近い受賞。 

ご略歴 
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世界の医療ロボット研究のトリガーとなった 80 年
代の「能動内視鏡」．３次元マイクロマシン作製法の
草分け「マイクロ・ナノ光造形法」、「光駆動ナノマシ
ン」、「新原理アクチュエータ」、「化学ＩＣチップ」、「マ
イクロ遠隔手術ロボット」など、80 年代から世界初
のコンセプトと新原理に基づく独創的な医用マイク
ロナノマシンと医用ロボティクスを開拓。「たまご落と
し」,「馬鹿ゼミ」などユニークな創造性教育にも力を
入れている。数多くの高校で出前授業を行う。NHK
「課外授業ようこそ先輩」で大阪の母校でも授業。
「爆笑学問」，「夢の扉」などにご出演。趣味はウオ
ルト・ディズニーの研究。 講演概要 

どんなに華やかに成功しているように見える研

究者にも逆境はある。その逆境をバネにし、一

般研究者には届かない高さにまで到達できるこ

とがある。講演者の研究はすべてその逆境バネ

を活かしてきた。世界初の医療ロボットである能

動内視鏡、マイクロマシンを２次元から３次元に

したマイクロ光造形法、液中で稼働するマイクロ

モータが無いことから生まれた光駆動ナノロボッ

ト、名医でさえ手が入らない深部臓器の微細手

術を可能にするマイクロロボットなど、現在では

世界的に認められ世界の研究者が追いかけて

いる研究テーマも、講演者が研究開始段階では

一笑に付された。地震災害から個人の問題、研

究費獲得策まで全てが、逆境のとらえ方、活かし

方次第であることを研究を通じてお話しします。 
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